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１ はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　     
　本稿では悉皆的集落調査における新たな調査手法につ

いての報告を行う。

　本稿におけるデジタルコンテンツとは、千年村運動体が

運営を行う、ウェブサイト「千年村プロジェクト」1( 以

下千年村 WEB) であり、主に全国の＜千年村＞を地図上に

プロットし、一般に公開するものである。ウェブサイトに

関する詳細は後述するが、このプロットは平安期文献『和

名類聚抄』3 に記載される古代地名を現在地名へと比定し

た既往成果 (主に『角川日本地名大辞典』4) を用いて行っ

たものである。地図上へのプロット数は、『和名類聚抄』

記載の郷名数 3986 中の 1977 件である。5 ウェブサイトは

＜千年村＞の可視化を第一の目的としたものである。

　また千年村運動体では 2014 年に利根川流域の悉皆調査

を行い、古代郷が現在地に比定し得る 48 村の＜千年村＞

を実見した。6 本稿ではこの調査におけるデジタルコンテ

ンツの活用と水系及び河川流域による調査地選定と調査

方法を、新たな悉皆的集落調査の手法として報告を行う。

２ デジタルコンテンツに基づく調査方法　　　     
　千年村 WEB は調査成果などをいち早く社会に公開し、ま

たその公開を呼び水として新たな情報を一般から寄せて

もらう為のプラットフォームを目指して、ウェブサイト

の構築を 2013 年より始め、2014 年 4 月から一般公開した。

2-1 コンテンツ管理システムについて
　千年村 WEB は全体像自体が構築途上にある為、コンテン

ツの分類がウェブサイトの全体構造を静的に拘束するよ

うな枠組みは、基盤として適していないと考えた。そこで

情報や資料をまず投入でき、カテゴリーなどの分類がサイ

トの全体構造を規定しすぎず、見せ方の構造を臨機応変に

組み替えることが容易なシステムとして、Wiki( ウィキ )7

を採用した。また Wiki を用いることで、新たな情報の追

加や既存の情報の編集、修正などを複数人の共同作業とし

ておこないやすい環境を提供した。

2-2 ウェブサイト上における地図機能ついて
　千年村 WEBでは前述の位置情報を使用して集落の地図上

へのプロットを行っている。背景となる地図は切り替えに

よる表示が可能である。各地図からは以下のような情報を

読み取り、推測することが可能である。	

地図名 概要 地図 ( 提供元 )
地図 現在のおおまかな位置・状況 Google Maps

航空写真 現在の状況と環境 Google Maps

地質図 立地周辺の地質的特徴 日本シームレス地質図

迅速測図 明治初期における状況と環境 歴史的農業環境 WMS 配信サービス

地理院地図 現在の地形的特徴 地理院地図

川だけ 集落の水利や水運のポテンシャル 川だけ地図

植生図 現在の集落周辺の自然環境 エコリス地図タイル(第5回植生図)
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本報告は〈千年村〉プロジェクトに基軸を置くものである。〈千年村〉
プロジェクトとは千年間を基準とした持続する集落地域を〈千年村〉
と名づけ、その収集分析と存続のためのアセスメントの開発を目的
としている。1 長い存続の歴史を持ち、様々な圧力を受けつつも、
歴史的特性を保持しつづけてきた空間の立地には経済的基盤、生産
性や防災性が考慮され、持続的で土地固有のシステムがすでに育ま
れてきたと考えている。しかし、そのような性格は突出した文化財
的評価の対象としてではなく、むしろ健全な日常的国土をささえる
基盤である。また、本報告は昨年度報告の千年村研究 2 から引き継
がれるものであり、2014 年度文部科学省科学研究費助成基盤研究 (B)

「国土基盤としての＜千年村＞の研究とその存続のための方法開発」
(26289224) による研究成果の一部である。第 1 稿では新たな悉皆的
集落調査方法について報告する。第 2 稿では昨年度報告の地名に関
する研究から集落の立地条件に関する考察を報告する。第 3 稿では
2014 年度実施の悉皆調査を基に考察を行った研究成果を報告する。

2-3 集落の表示方法について
　地図上に表示されている集落の位置は、前述の『和名類

聚抄』に記載された郷名の現在地比定により求められた集

落の代表点の緯度経度を表したものである。実際には面的

な拡がりを持ち、かつその拡がりの範囲についてはいまだ

不明な点も多く、かつての集落の位置を地図上でどのよう

に表すかが問題点であった。結果、ピンポイントではな

く大まかな位置を示す表現とした。また集落のプロットを

前述の複数の背景地図に重ね合わせ、切り替えながら見る

ことで、千年村の立地の特徴を探ることができる。現地調

査の前にこうした地図による分析を行うことで、現地に赴

いた際に確認すべきポイントや特定された集落以外にも

調査すべき地域が周辺にないか、事前にある程度洗い出し

すことが可能となる。またこの地図には閲覧している端

末の現在地を表示する機能があり、現地調査の際にスマー

トフォンやタブレット端末を用いて周辺環境の確認が可

能である。つまりこれは簡易なGIS構築手法とも言えよう。

３ 水系と河川流域に基づく調査方法　　　　 　     
3-1 関東地方の特徴を捉えた帯域としての水系と流域

図 1. 地図名「地図」における地図表記の例 ( 群馬県富岡市地域 )

表 1. 千年村 WEB における地図情報一覧

図 2. 地図名「地質図」における地図表記の例 ( 群馬県富岡市地域 )

　同　		福島加津也 4

　同　　中谷礼仁 5



1	フリーランス
2	慶應義塾大学政策・メディア研究科環境情報学部教授
3	早稲田大学創造理工学部社会環境工学科　教授・博士 (工学 )
4	東京都市大学工学部建築学科　講師
5	早稲田大学創造理工学部建築学科　教授・博士 (工学 )

1 Freelance
2 Prof,School of Media and Govenance Fuculty ,Keio Univ.
3 Prof,School of Creative Science and Engineering,Waseda Univ.,Dr Eng. 
4 Prof,School of Engineering,Tokyo city Univ.
5 Prof,School of Creative Science and Engineering,Waseda Univ.,Dr Eng. 

　ただし、利根川流域には 180 村の＜千年村＞がプロット

されており、すべてを調査することは不可能と思われた

為、実際の現地調査では利根川流域内の千年村において、

水系付近から従来の地形分類を用いたその地形ごとに典

型的な 49 ヶ所の集落を選定した。

４ まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　     
　本稿では悉皆的集落調査の新しい方法として、デジタル

コンテンツによる調査準備や調査方法及び水系や河川流

域による調査地選定の妥当性を紹介した。

　註 1 参照 :「千年村プロジェクト」ウェブサイト (mille-vill.org) 2 参照 :中谷礼仁・庄子幸佑・
堀井隆秀・小林千尋（2014）「平安期文献『和名類聚抄』記載郷名の現在比定地を用いた〈千年村〉
抽出方法に関する研究―千年村研究　その 1」『日本建築学会大会梗概』(119 頁 )、同上「地名から
みた現代社会における古代の影響に基づく地域社会評価の手法―千年村研究　その2」同上(121頁 )、
同上「千葉県市原市島野における伝統的集落の持続性についての研究―千年村研究　その3」同上(123
頁 )	 3醍醐天皇 (885-930。平安時代、	第 60 代天皇。在位、	 897-930) の第四公主、	勤子内親王の命
により、	 源順（みなもとのしたのごう、	 911-983) が編纂した。自然界の事物から人間や住居・船な
どの工作物、	そして食物や植物などに関する名称の漢語を分類	・	項目立てし、	先行する文献からの
引用によって、	その語に対する説明を記す。さらにその「和名」を仮名文字で示している。 4 1978-
90 年にかけて刊行された日本全国の地名に関する辞書。刊行当時の日本全国の地名について、地名
の由来と沿革、歴史を紹介している。この中で平安期文献『和名類聚抄』に記載される地名の現在
比定地に関する記述が見られる。 5 詳細は前掲の「平安期文献『和名類聚抄』記載郷名の現在比定
地を用いた〈千年村〉抽出方法に関する研究―千年村研究　その 1」を参照されたい。 6 本調査で
は流域単位で利根川沿いの千年村の調査を行った。これは水利、水運、治水をめぐる各地の関連性
や文化圏としての同一性、帯域内の千年村の比較しやすさ等の利点があるためである。この仮説的
前提をもとに利根川流域に位置する千年村を悉皆的に確認し、①関東地方の千年村の特徴を明らか
にすること。②そこで得た成果を整理し、さらなる詳細調査への展開に寄与すること。の 2 点を調
査の目的として、調査・考察・報告を行った。参照 : 千年村運動体 (2014)『持続的環境・建造物群
継承地区＜千年村＞運動体	2014 年度	利根川流域疾走調査報告書』 7 ウェブブラウザを利用して Web
サーバ上のハイパーテキスト文書を書き換えるシステムの一種。それらシステムに使われるソフト
ウェア自体や、システムを利用して作成された文書群全体を指してウィキと呼ぶこともある。ウィ
キペディアもこのウィキ技術が使われている。 8	2012 年度に実施した千葉県内の千年村の疾走調査
では、河川や湖沼に近接して千年村が立地する傾向が仮説された。故に水系とその流域を調査単位
として設定し、その単位毎に調査を行った結果による。参照 : 梶尾智美 (2012)『千葉県における千
年村の地形立地と水系の関係』( 平成 24 年度千葉大学園芸学部卒業論文 ) 9 「自然形式の集落は集
落立地に際して自然条件に適した土地を選んでおり、そのような場所は居住の基本条件としての飲
料水の採取に便利であり、日当りがよく風邪を防いだり、洪水の難を避けたりするのに都合がよい
場所」矢島仁吉 (1956)『集落地理学』古今書院	 10 河川法において「一級河川」とは、国土保全上
又は国民経済上特に重要な水系で政令で指定したものに係る河川で国土交通大臣が指定したものを
いう。また同法において、「二級河川」とは、前条第一項の政令で指定された水系以外の水系で公共
の利害に重要な関係があるものに係る河川で都道府県知事が指定したものをいう。11 詳細にみると、
流域内の山地・丘陵地にも集落が分布しているのは利根川、那珂川、荒川のみであり、他の 4 河川
においては分布が見られなかった。また境界域の立地に関しても利根川が 17、那珂川が 11 の千年村
の分布が見られるのに対し、他の河川ではほとんど分布していなかった。更に図 4 からも利根川は
山地・丘陵地・台地・低地にまたがって流れていることがわかる。
　図版出典　表 1 筆者作成 表 2 千年村運動体 (2014)『持続的環境・建造物群継承地区＜千年村＞
運動体	2014 年度	利根川流域疾走調査報告書』(P,9)	図 1「千年村プロジェクト」(mille-vill.org	
,2015.4.1 閲前掲覧 ) 図 2 前掲	図 3 千年村運動体 (2014)『持続的環境・建造物群継承地区＜千年村
＞運動体	2014 年度	利根川流域疾走調査報告書』(P,9) 図 4 前掲 (P,10)
※本報告は千年村運動体 (2014)『持続的環境・建造物群継承地区＜千年村＞運動体	2014 年度	利根
川流域疾走調査報告書』「第 3章	基礎研究編」(P,5-10) に基づくものである。

図 3. 関東地方における各一級河川の分布

図 4. 利根川と＜千年村＞の位置及び土地分類図

表 2. 関東地方における各一級水系の地形における＜千年村＞分布数

　＜千年村＞の立地には、「生産」や「生存」の条件を満

たす水系との深い関係性があることは推察されるとおり

である。8 また集落地理学や歴史地理学でも一般的に、集

落立地には自然条件に適した土地との関係があるとされ

ている。9 それに加え河川流域は山村、農村、	漁村など様々

な歴史的集落地域を含む環境単位であり、水利や水運、治

水を巡る関連性や文化圏としての同一性も認めることが

できる。さらに、同流域範囲内の集落を比較しやすいとい

う利点もある。

　従って悉皆的集落調査における設定範囲として、客観的

に設定可能かつ全体的な傾向把握を行う調査目的とも合

致するため、関東地方の＜千年村＞調査において水系とそ

の流域を調査単位として設定することが有効である。ただ

し悉皆調査とはいえ、関東地方の河川は多く、すべての流

域を調査することは不可能と思われたので、関東地方の典

型的な地形立地を示す集落が含まれる河川流域を調査対

象地として選ぶ必要があった。以下で調査対象とした河川

流域の選定方法について述べる。

3-2 関東地方の特徴を捉えた水系としての利根川水系
　河川には一級・二級河川がある。10 上述の調査の目的の

一つとして＜千年村＞の全体的な傾向把握があげられた

為、調査範囲として複数の集落が含まれる帯域を参照する

必要があった。従ってまず、客観的に設定可能で多くの集

落を確認することができ、国土保全と関係のある 7つの一

級河川を対象とした。(表 2)

	 また関東地方の特徴を捉えるにあたりその関東平野と周

縁に位置する山地である自然基盤に着目した。そしてこの

2 つを広範に渡って集水域としてもつ水系として、利根川

水系をあげることができる。現利根川は関東地方を横断す

るように流れているため、その流域を調査対象地に選定す

ることにより、関東地方の自然基盤である関東平野と周縁

に位置する山地を連続的に調査することが可能である。ま

た古利根川との関連も考慮し得る。関東地方では現在 366

村の＜千年村＞がプロットされているが、そのうち利根川

流域に位置する集落は 180村であり、全体の半数を占める。

表 2・図 3 からもわかるように、利根川流域に属する千年

村の数は他の水系と比べ多く存在していることがわかる。

また図 4も含めると、利根川沿には多様な地形立地をもつ

水系に近接して集落が立地していることが確認できた。11


